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■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

みかたの舞
グランプリ

どの世代にも喜んで受け⼊れられる商品だと感じた

コメのツヤが素晴らしく、⾷べた時の⾹りが良かった

⽢味がしっかり感じられ、粒もふっくらしていて後味が良い
コメに粘りが感じられ、優しい⽢さがして⾷べ易い
ギフト箱に⾼級感があり、コストパフォーマンスも良い

価格的にやや⾼価なので、もう少し特別感が感じられると良い
少しもちもち感が少ないように感じる
商品の性質上、放射性物質の検査が無いのは不安要素となる

商品名から商品内容がイメージしづらい、分かり易さも必要

ターゲット層が地元なのか全国なのかわからない
商品名の『みかた』は認知度が未だ低いので更なる説明が必要
⼝に⼊れた瞬間やや古⽶のような匂いを感じた

美味しいコメを⾷べたいという⽇本⼈の欲求をくすぐる⼀品

環境に配慮したパッケージなど時代に沿った好ましい商品である

第83回（2025年1⽉）

6.9%

審査員全員が84点以上の評価を付けました。平均では、91.7％と⾼
い評価となっています。内訳として、『⾦賞』が35％、『グランプ
リ』が65％という分布となっていてどの項⽬も⾼い評価となってい
ます。その結果からも商品⾃体の魅⼒が強く感じられる事が証明さ
れ今回の『グランプリ』受賞となりました。グラフが⾼得点に寄っ
た理由として、コメは⽇本⼈にとって、とても⼤切なものであり、
性別や⽣まれ育った地域や環境による嗜好に影響を受ける事無く、
⽼若男⼥全ての⼈から好ましく思われる内容、クオリティの⾼さが
多くの⼈の強い⽀持を得た事が挙げられます。また、アンケートの
結果からも、ほぼ８割の⼈が当該商品に『興味がある』と答えてい
る事を⾒ても商品の注⽬度は強みと⾔えます。

5.1%
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93%

89%

90%

92%

91%

97%

全要因において、89％以上（平均92％）という⾼得点で
ありバランスの良い結果となっています。味や⾹りなど
五感からなる商品⾃体の魅⼒を表す「内部的要因」は、
味覚などで魅⼒を感じるものとして93％と⾼い評価とな
りました。また、ネーミングやパッケージから構成され
る「外部的要因」についても同様に89％、次いで市場、
トレンドから構成される「市場要因」についても消費者
のニーズに⼗分に応えられる商品であるとの認識で90％
の評価となっています。そして「ブランディング要因」
も、元々、独⾃性の⾼い訴求ポイントを有する、⽇本⼈
が好む主⾷（コメ）がしっかりと表現された商品との認
識で91％の評価となりました。次いで「マネジメント・
ＰＲ要因」についても、今後、更なる宣伝活動の充実や、
環境の変化により市場を⼤きく拡げられる可能性を持つ
事への期待度が⾼く92％の評価となりました。そして
「素材・安全性・その他」の項⽬については、安⼼そし
て、安全に裏付けされた当該商品の拘りが、⼗分に理解
され、97％と最⾼の評価となっています。

⽔⽥稲作が伝来して以来、⽇本は⽶⾷国になったと⾔われます。『コメ』は、味が淡泊で和洋中のどの
料理にも合い、毎⽇⾷べても飽きる事がなく、また穀類の中でも最も栄養的に優れています。漬物や味噌
汁など塩気の副⾷が少しあればいくらでも⾷べる事ができる⽇本の最上のご馳⾛だと思います。今や、⽇
本⼈にとって特別な⾷である『コメ』をその好みによって選ぶ時代となりました。好みの『コメ』を好み
の⽔加減や調理⽅法で⾷べたいという⽇本⼈それぞれの欲求が強くなっているのを感じます。当該商品
『みかたの舞』は、⾃然環境や栽培⽅法に拘り、健康志向に沿った独⾃の戦略をもって地域⼀体で取り組
んでいて、ギフト箱も程よい⾼級感が感じられ、値段もさほど⾼くなく⼿にとりやすい⼀品です。好みの
『コメ』を⾷べたいという⽇本⼈の欲求をくすぐる商品だと思いました。当該商品『みかたの舞』を審査
会で実際に試⾷した時、先ずは、⾷べる前の⾹りに⾷欲をそそられ、ツヤツヤで瑞々しい炊き上がりの⾆
触りは滑らかで⻭応えも⼼地良く、爽やかで全く濁りの無い味、それもすっきりとして⽢い、この粘り気、
この透明度、ふくよかな⽢い⾹りがあたりに漂い、べた付かず、ムラが無く外は適度に硬くその内部は柔
らかで⼼地良い粒感が感じられ、⽢みがあって冷めても固くならない「味、⾹り、粘り」のバランスが良
い、お⼦様からお年寄りまでどの世代の消費者にも喜んで受け⼊れられる⼀品で、全国への販路の拡⼤が
期待できる商品だと考えます。また、役所、JA、⽣産者が協⼒して商品開発した思いが強く伝わる商品で、
⽇本の課題と真摯に向き合い、持続可能に農業を継続していく想いに、応援したくなる商品だと実感しま
した。

ただ、当該商品『みかたの舞』にも、まだ少し改善の余地があるとも考えます。消費者の視点から気に
なったのは、第⼀に商品名『みかたの舞』から商品がイメージしづらい事です。例えば、現在使⽤されて
いないサブタイトルを使って、地元・宍粟町をブランディングし、⿂沼のように関⻄でコシヒカリなら宍
粟町、となるような戦略も必要ではと考えます。また、価格的にやや⾼価なので、もう少し他社商品との
特別感、差別感が感じられると消費者が更に興味を抱くのではと思います。ご検討頂ければ幸いです。そ
して、商品の性質上、放射性物質の検査が⾏われていないのは不安要素と考えます。早急なる改善が必要
です。最後に当該商品『みかたの舞』の「開発エピソード」や「⽣産までの苦労話」を商品ストーリーと
して消費者に発信する事により、更に価値を⾼め差別化を可能とします。「どんな⼈が作っているのか知
りたい」などの消費者の想像⼒を刺激させ「消費者が共感できるポイント」を確⽴する事が更なる知名度
アップ及び販売拡⼤への重要なカギとなります。当該商品『みかたの舞』は、それ⾃体、完成度が⾮常に
⾼いものであり、幅広く周知されている商品です。これからも商品の持つ可能性の更なる向上を期待して
います。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

炊き上がったコメには、瑞々しい
艶があり、⼀粒が⽩く光り輝く

⽪は薄く透明度は⾼い。柔らかみ
や優しさが感じられる

⾷欲を増進させるツヤ、炊き上が
りの美しさ

個包装2㎏、横約32㎝、縦約5㎝、
幅約24.5㎝の形状

家庭⽤、個⼈⽤としても重宝する
便利さを感じさせるサイズ

興味そして⾷欲がそそられる粒だ
ちが良い⾒た⽬

⾷事が進む好ましい⾹り、味わい
深く、好ましい⾷感を提供する

味わい深さを強く感じさせる奥⾏
きのある⾹り

素材の良さによって⽣まれた膨ら
みのある美味しさ

⾵味豊かな⾹りが⾷欲をそそる落
ち着いた感覚

素材のクオリティの⾼さがもたら
す柔らかな匂い

素材、そして商品のクオリティも
⾼く、深みを感じさせる

我が国にとって特別な⾷『コメ』、その『コメ』を中⼼とした⾷の体系が「和⾷」です。その中⼼の素材
となる当該商品は⾒た⽬、『コメ』として⽪は薄く粒は⼤きすぎず、揃っており「⽩っぽい、半透明」で、
透明度が⾼く、⽇本⼈が好む柔らかみや優しさが感じられる商品だと思いました。その炊き上がりは⼀般的
な「ご飯の⾊＝⽩っぽい⾊」になります。それを⼀瞥しただけでも「興味」及び「⾷欲」がそそられ、⾷べ
る前から良質な⼀品に期待が膨らみ、好感が⽣まれ、ワクワク感や楽しみが更に増して『早く⾷べたい』そ
んな思いになりました。そして、素材のクオリティの⾼さがもたらす柔らかな匂いの中に、膨らみのある美
味しさも感じます。総じて、⾒た⽬も美しく味わい深い⾹りの当該商品に⾷べる前から好感を持ち、「早く
炊かれた当該商品を⾷べたい」そんな思いに⼼が躍りました。⾷前にそんな気持ちにさせてくれる⼀品です。
⼤きさについては、外装（化粧箱）で、横約32㎝、縦約5㎝、幅約24.5㎝ で、その中に、個包装（2kg×２
箱）として横約14㎝、縦約22㎝、幅約7.5㎝のフォルムとなっています。家族⽤、単⾝者⽤、そしてギフト
としても使い勝⼿の良いものに思います。そんな魅⼒溢れる商品ですが、若⼲の改善余地も感じました。そ
れは商品名です。商品名が全国的に⾒て⼀⽬では、⽣産地が分かり難く、残念ながら差別化や当該商品の特
徴を表すまでに⾄っていない様に思われます。サブタイトル等でそれを補う説明が必要と考えます。当該商
品の価値を更に⾼める為にもご検討材料として頂ければ幸いです。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味は殆ど無く、⽇本⼈として親
しみ易い⼼地良さを感じる
ほのかな苦み、その苦みが全体の
味を引き締めている
さらりとした癖のない、丸みも感
じさせる上品な旨味
ほんのりした円やかな優しい⽢さ、
噛めば噛むほど⽢味が増す
⾆触りの良い⾓の取れた、何とな
く懐かしさを感じる塩味

質の良さを感じる、淡泊ながら安
⼼できる美味しさが詰まった味

癒される様なご飯の匂いが⼝の中
で⽴ち上がる

⼀⼝⽬から感じられる懐かしく優
しい味わいが⼼地良く感じられる

⾝がふっくらとして⾷感がとても
良く飽きる事無く⾷べ進められる
独特のもちもちとした⾷感。しっ
とりした⼝触り
⻭応え良く、⼼地よい粘性が感じ
られる
⼝中で噛めば噛むほど⽢さが増す
⻭触りの⼼地良い⾷感

基本五味の絶妙なハーモニー

モチモチ⾷感、噛み応えの良さが
強く感じられる⾷べ⼼地

⽇本⼈の主⾷であるコメにも好みがありますが、当該商品は、⽇本⼈が地域性での違和感を感じる事無く、
良いコメを⾷べたいという各々の欲求をくすぐり、どの世代の消費者にも喜んで受け⼊れられるものと感じ
ました。コメの味わい深さがしっかりと表現されています。粒が⼤きすぎず、揃っており、ふっくらしてい
て⾷感がとても良く、噛めば噛むほど⽢さが増す⼀品に強く魅⼒を感じました。⼝に⼊れた瞬間から淡泊な
がら、何となく懐かしさを感じる優しい味わいに⾆触りや噛み応えも後を引く⼼地良いものです。また、癒
される様な⾹りが⼝中に広がり、温かみも感じられる落ち着いた⼝当たりの商品でもあります。
基本五味の中、⾷材を⽣かす酸っぱさ「酸味」は殆ど感じられなかったのですが、ほのかな苦み、その苦

みが奥⾏きを与えて全体の味を引き締めている⾹ばしい「苦味」、全体を円やかに仕上げている丸みを感じ
させ全体を包み込むような和⾷の主⾷らしい「旨味」、穏やかな印象ながら噛めば噛むほど⽢みが増す、ほ
んのりした円やかな優しい⽢さの「⽢味」、そして、何となく懐かしさを感じる「塩味」を実感しました。
この五味のバランスの良さが⽼若男⼥を問わず多くの⼈たちが当該商品を「好ましいもの、美味しい」と感
じる事ができる理由となります。その優しい匂いが⿐を抜け、「⽢味」、「旨味」、「塩味」、「苦味」、
「酸味」の絶妙なハーモニーが五感を刺激して「美味しさ」へと導いてくれます。当該商品は、特に和⾷の
シーンでは、常に⾷べ進めたくなるもので⾷中間においてもヤミツキになりました。今後、更なる購買層の
拡⼤が⾒込める⼀品です。和⾷に限らず⾊々な料理に合わせて⾒たくなりました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

ー 6 ー

五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

噛めば噛むほど⽢味が増し、いつまでも⼝中に旨味も残り、
適度なねっとり感が⼼地良い余韻をもたらし、柔らかさの中に
しっかりとした⻭応えもあり⾷後の満⾜感を強く感じます

気候や地域に関係せず、様々な料理でお⼦様からお年寄りまで
殆どの⽇本⼈が好ましく思う、満⾜感が感じられる⼀品です。

昔から⾷してきた好みの⼀品に安⼼感を感じる。安定した美味
しさ、懐かしさや親しみを感じさせてくれる味である。

地域や⽣活様式の違いに関係なく⽇本⼈のアイデンティティを
代表する主たる⾷べ物です。当該商品は性別や年齢に関係なく
万⼈に受け⼊れられるものです。「健康志向」というトレンド
を意識した⼀品である事も強く興味がそそられます。

五味 評点
酸味 3
苦味 3
うま味 5
⽢味 4

塩味 3

五感 評点
視覚 4
聴覚 4
触覚 4
味覚 5

嗅覚 4

広義の味 評点
適度な粘り気 5
芳醇な⽢みと⾹り 5
芯の強い⾷感 4
⽇本⼈の好む味 5

瑞々しい味 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

良いコメを⾷べたいという⽇本⼈の欲求をくすぐる逸品です。地域の特性を活かした⽶づくりをしていて素
晴らしいと思います。⾷べる前から商品⾃体に魅⼒を憶え、⾹りに⾷欲がそそられ⼀⼝⾷べるとそのもっち
りとした噛み応えからワクワクし、噛めば噛むほど優しい⽢味を感じました。インパクトはそれほど感じま
せんが、どこか懐かしいコメ本来の優しい味わいを⼗分に感じる事ができ、⽼若男⼥、地域性を問わず多く
の⼈が素直に好ましいものと感じられる納得の味です。粒が⼤きすぎず、揃っており、⽢味も感じられ、粘
り気は炊き⽅にも左右されると考えるので、総じてバランスの良い⾷味のおコメです。⽇々の⾷事に⽋かせ
ないおコメだからこそ安⼼して⾷べられるものを選びたい、そう考える⽅に特にお薦めしたい逸品です。

⾷の多様化の中、消費者の求める豊かさそして安全性に配慮され、品質と美味しさに拘り、健康志向などの
市場環境の変化に対応した商品造成をされている姿勢が⼤変素晴らしいです。それが、どんなシーンで誰が
喜ぶのか、⾷の様々なシーンがイメージできると更に深まり、顧客の増加に結び付くと考えます。そして、
現在、安全衛⽣管理や⾏政・商⼯会・観光協会と連携した頻繁な広報活動など、情報発信がしっかりと成さ
れていて、好ましさを強く感じます。だからこそ、今後、販売展開に合わせた広報専任担当の配置及び他地
域同種類商品との差別化となる当該商品の特性部分を積極的にアピールした広報戦略が望まれます。⼀層の
PR活動に期待しています。

良いコメを⾷べたいという⽇本⼈の欲求をくすぐる、ツヤがあり、もちもちとした⾷感が素晴らしい当該商
品は、現代の健康に気を遣う購買層にもあった好ましいものです。価格は少々割⾼に感じますが他の商品と
の違い、良さを更に知らしめる事が出来れば特に問題は無いと考えます。年齢、性別を問わず、どちらかと
⾔えば健康志向の消費者が増えている中、当該商品は、トレンドにもしっかりマッチしていると感じますし、
消費者ニーズに応えた期待感のある商品だと思います。世代や性別を超えたPRや戦略、情報発信の⼯夫で新
たな伸びしろを強く感じる事ができる逸品です。総じて少し⾼くとも良いものを⾷べたいと欲する現代の消
費者に好適な商品だと考えます。

「みかたの舞」と冠した商品名に、素材への拘りと⾃信が感じられます。ネーミングやパッケージのデザイン
に当該商品に対する強い想いが込められていて⽣産者側の愛情が伝わってきます。また、パッケージに⾮常に
⾼級感を感じました。⾃宅⽤としてだけでなく間違いなくギフトとしても喜ばれる⼀品だと思います。ただ初
めての⼈には、その商品名及びパッケージだけでは、どんなコメなのか、伝わり難くいです。できれば、万⼈
に分かり易いネーミングをご検討頂くか、少なくとも、サブタイトルを使⽤して、ターゲット層と考える新規
顧客層を対象にした商品内容の特徴等の分かり易い説明が必要と考えます。残念ながら現状、パッケージにお
いて他社商品との差別化となる内容等について伝えるに⾄っていない様に感じます。ご検討頂ければ幸いです。

⾃然環境や栽培への拘り、そして健康志向に沿った独⾃の戦略をもって地域⼀体で取り組んでいる姿勢、そ
の品質の良さは素晴らしいものです。既に安定成⻑できるブランディングの基礎が確⽴されていると考えま
す。そして、中⾝の良さに他の商品への優位性を感じます。味に裏打ちされた良質な商品を提供されている
誇りは素晴らしいと思います。今後、更に健康に拘ったアピールも⾏う事でブランディングを更に⾼める
USPがあるとも考えます。また、当該商品のネーミングを更に知らしめる為の⼯夫が必要です。新たな地域
での販売拡⼤を考えた場合、同時にWEBサイトやSNSの活⽤によるブランド価値の向上も期待され、かなり
の伸びしろが想定されるので、時間をかけて構築してきたブランドを更に上位に形付けしていくのが課題と
考えます。

特別栽培⽶基準を設け、農産物検査や栽培管理の勉強会を実施するなど安全管理への取組みや管理がしっか
りと成されており、強い安⼼感を感じます。⾃然素材を⼤切にした⼈に優しい商品だと思いました。また、
農薬検査も⾏なっており、トレサビリティ管理も同様で、現状のリスクは全て排除できる体制であると思い
ました。⽣産者ごとに使⽤農薬を管理し、ホームページにて公表している点も好ましいものです。またネオ
ニコチノイド系農薬を使⽤していない事がパッケージに記載されている事やHPの動画も農薬不使⽤のアピー
ルや⽔に拘る姿勢がしっかり伝わるもので素晴らしいです。今後、消費者に向けてどの様に管理しているの
か等のタイムリーな発信があると更に差別化となって良いと考えます。
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